
アイヌ施策推進地域計画 事後目標評価報告書 

 

実施主体名 計画の名称 目標年度 

三重県松阪市 松阪市アイヌ施策推進地域計画 令和５年度 

 

 

１．目標の達成状況 

アイヌ施策推進地域計画における

目標 
目標値 A 実績値 B 

達成率(%) 

B/A 
備考 

「武四郎まつり」来場者数 

（アイヌ古式舞踊の披露等によるアイ

ヌ文化普及啓発事業） 

5,000 人 4,000 人 80％  

松浦武四郎記念館 入館者数 

（アイヌ文化関連資料展示事業） 

（松浦武四郎記念館リニューアル事

業） 

（松浦武四郎記念館交流事業）  

15,000 人 11,183 人 75％  

 

アイヌ施策推進地域計画における

目標 
達成状況 備考 

「武四郎まつり」来場者数 

（アイヌ古式舞踊の披露等によるアイ

ヌ文化普及啓発事業） 

開催日の天候が雨天であったた

め、来場者数の減少が心配された

が、雨の中多くの方にご来場いた

だくことができた。 

しかしながら、目標値の達成には

至らなかった。 

 

松浦武四郎記念館 入館者数 

（アイヌ文化関連資料展示事業） 

（松浦武四郎記念館リニューアル事

業） 

（松浦武四郎記念館交流事業） 

新型コロナウイルス感染症の５

類移行後であったため、来館者の

増加を見込んでいたが、満足度は

約 10％以上増加したものの、目標

値の達成には至らなかった。 

 

 

（コメント） 

〇「武四郎まつり」は新型コロナウイルス感染症による制限がない中での開

催となり、来場者数の増加を見込んでいたが、開催日の天候が雨天であった

ため、目標値の達成には至らなかったものの、アイヌ古式舞踊の披露やアイ

ヌ文化の体験などを通じて、多くの方にアイヌ文化を知っていただくことが

できた。 

〇松浦武四郎記念館の入館者数は、新型コロナウイルス感染症による制限が



なくなったことで、増加を見込んでいたが、目標値の達成には至らなかった。

これについては、松阪市の観光地近辺に観光客や見学者等が集中する一方

で、観光地から離れた位置にある当記念館に来館していただく人数について

は、伸び悩む結果となった。 

 

 

２．目標達成のために実施した各事業の進捗状況と効果 

事業の進捗状況 事業実施主体 

アイヌ古式舞踊の披露等によるアイヌ

文化普及啓発事業 

→武四郎まつり、およびアイヌ文化体

験交流会を計画通り開催した。 

三重県松阪市 

事業の効果 

「武四郎まつり」や「アイヌ文化体験交流会」を開催し、アイヌ古式舞踊の

披露やアイヌ文化の体験などを実施することで、アイヌの伝統文化への理解

や関心を高め、今も伝統文化が大切に受け継がれていることを実感していた

だくことで、共生社会の実現に向けて寄与することができた。 

 

 

事業の進捗状況 事業実施主体 

アイヌ文化関連資料展示事業 

→令和 5年度は「日本遺産 鮭の聖地 メ

ナシネットワーク」と連携した特別展

「メナシのアイヌとともに生きる～加

賀伝蔵・松浦武四郎・南摩綱紀」を開催

した。 

三重県松阪市 

事業の効果 

本州では数少ないアイヌ文化を発信する取り組みを行っており、令和５年度の特

別展では、和人の中でもアイヌの人々と寄り添った商人の加賀伝蔵や、探検家の

松浦武四郎、会津藩の役人南摩綱紀を取り上げ、アイヌの人々に対して非道な行

為を行う商人や役人だけでなく、武四郎とともにアイヌの人々を尊重し、共に生

きる社会を目指した商人や役人がいたことを知っていただくことができた。 

 

 

事業の進捗状況 事業実施主体 

松浦武四郎記念館リニューアル事業 

→当初の計画通り、事業を進め、令和

4 年 4 月 24 日にリニューアルオープ

ンした。 

三重県松阪市 



事業の効果 

東海地方においてアイヌの人々について触れることのできる施設は、愛知県

犬山市にある野外民族博物館「リトルワールド」にアイヌの住居「チセ」が展

示されているのみで、他には松浦武四郎記念館しかないため、記念館がアイ

ヌ文化を発信していく意義は非常に大きく、リニューアルを行ったことで、

アイヌの人々の歴史や文化を理解していただくことに貢献した。 

 

 

事業の進捗状況 事業実施主体 

松浦武四郎記念館交流事業 

→当初の計画通り、事業を進め、令和

５年 7 月にウポポイにおいて「松浦武

四郎 in ウポポイ 2023」を開催した。 

三重県松阪市 

事業の効果 

令和 3 年からウポポイで松浦武四郎を紹介するイベントを毎年開催してお

り、大変好評をいただいている。アイヌの人々と深く交流した和人「松浦武

四郎」の存在を広く知っていただくことで、武四郎を通して、現代の私たち

がアイヌの人々とどのように関わるべきかを考えていただける機会となっ

た。また、令和 3 年度に製作したアイヌ民族衣装は今後、小学校での出前授

業や、記念館を見学した方々に体験していただけるよう活用しており、アイ

ヌ文化への理解につなげることができた。 

 

 

３．今後の方針等 

（コメント） 

〇「武四郎まつり」におけるアイヌ古式舞踊の披露や、その前日に開催して

いる「アイヌ文化体験交流会」は、毎年たくさんの方が楽しみに来られるた

め、今後も継続してアイヌの人々の文化を知り、学び、良き理解者となって

いただけるよう努めていきたい。 

〇リニューアルした松浦武四郎記念館では、常設のテーマ展示において松浦

武四郎とアイヌの人々のつながりを紹介するとともに、2 か月ごとに展示替

えを行う企画展示において、重要文化財に指定された松浦武四郎に関する資

料の中から、武四郎の蝦夷地調査を通じたアイヌの人々との交流に関する展

示を今後も開催していきたい。 

 


